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要旨　　　　　　　　　

　日本では地震が頻発的に発生しており、地震による二次災害等によっても被害が出ている。様々な被害の中で、

「液状化」に着目し、人工的に液状化を起こす実験を行ったところ、土に対する水の割合が30〜45％の時、発生しや

すいことがわかった。

　今後はこれらの結果を元に、粒子の大きさや性質などに注目した新たな仮説を立てて、実験を進めていく。

1. 目的
　日本では地震が頻発的に発生しており、地震による家屋の倒壊だ
けではなく、地震に伴い発生する津波や火災、液状化などの二次災
害等によっても被害が発生している。
　今回はその中の、液状化に注目し、液状化による建物の倒壊などの
被害を減らす方法を考える。

2. 方法

(1)揺れ発生装置を利用して模擬的な地震を発生させる。

　　　　　　　　　図1　揺れ発生装置

(2)揺れ発生装置の上に容器を置き、水を含ませた土を入れ、地

　 震による人工的な液状化を発生させる。

※土の上に数種類の形と重さの異なる物体を乗せておく。　

(3)土の種類、土に含ませる水分量を変化させながら、どのよう

　 な条件下において液状化が発生しやすいのかを判明させる。

(4)上記の結果をもとに対策となりうる仮説を立て、その仮説を

　 検証する。

3. 結果

　　　　　　

　　　　　図2　現在の実験結果

（１）土から水の順で実験を行うと、30〜45％の割合で発生す

　　る可能性が高い。

（２）45％以上で確実に発生する。

（３）道路の土よりも砂場の土のほうが水の割合が少ない状態

　　で発生しやすい。

　　　　　 　　　　　　　　

　　

　　図3,4　液状化発生の例　（上 発生前　下 発生後）

4. 考察（仮説）

　現在までの実験で考えられる仮説は、以下の３つである。

（１）土の上にコンクリートをもして固めた板のようなものを

　　乗せれば液状化を防げるのではないか？

（２）道路と砂場の土で、実験結果に変化が見られたため、液

　　状化に粒子の大きさが関係しているのではないか？

（３）粘土性の土を利用すると、液状化を防げないか？

5.　今後の計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今後は、以下のふるいを使用し、仮説（２）の粒子の大きさ

の関係性に付いて実験し、研究を発展させていく。

　また、宇土高校のグラウンド内部の土を入手することができ

たので、今後はこの土も使用し実験を行っていく。

　　　

　　図5　使用予定のふるい　　　 図6　採取した場所の深さ
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